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66666666666666666666666666666 一   般   質   問

　一般質問とは、議員が町の現在の施策、将来の考え方や説明を町長などに
求め、町民のための適切な町政運営を行っているかチェックするものです。
６月定例会では、８人の議員が質問しました。
※一般質問の全文は、議会事務局の会議録で閲覧することが出来ます。また、

町ホームページでも閲覧出来ます。

６月定例会：一般質問

質 問 者 質 問 事 項 質　問　要　旨 ページ
柴崎　愛子 １．役場内での政党機関

紙の取り扱いについ
て

１　庁舎内・公共施設内での政党機関紙「しん
ぶん赤旗」の勧誘・配達・集金について ３

川浦　雅子 １．ＰＣＲ検査について １　希望者が検査を受けられる制度について

４２．行政サービスについ
て

１　職員も住民も守る体制について

３．生理の貧困について １　備品として生理用品の配布と設置について
桜沢　　晃 １．新型コロナウイルス

ワクチン接種につい
て

１　申込及び接種状況について

２　集団接種体制について

３　今後の見通しについて

５

坂本　貴佳 １．行政使用の電力につ
いて

１　クリーン電力使用によるイメージアップに
ついて ６

２．町の公用車について １　公用車のエコ自動車化・充電設備について
田中　隆久 １．未舗装道路の整備に

ついて
１　未舗装道路の点検と早急な対策について
２　農業政策への影響について

７２．陳情・請願の採択後
の事業実施状況につ
いて

１　事業・予算化の優先順位について

廣川　　学 １．教育委員会の取り組
む学力向上について

１　学力向上の目安や目的について

２　今年度以降の計画について
８

四方田繁男 １．神川町の将来像につ
いて

１　町の未来を担う世代の意見について

２　定住人口増加の促進策について
９

赤羽奈保子 １．パートナーシップ宣
誓制度について

１　パートナーシップ宣誓制度の導入について

10
２．やさしさの輪を広げ

る活動について
１　シトラスリボン運動の推進と啓発について

３．新型コロナウイルス
感染者、濃厚接触者
への支援について

１　感染者や濃厚接触者への町独自の支援につ
いて
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「
庁
舎
内
、
公
共
施
設
内
で
の
政
党

機
関
紙
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
勧
誘
、

配
達
、
集
金
に
つ
い
て
」

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
現
職
の
共

産
党
議
員
に
よ
っ
て
庁
舎
の
カ
ウ
ン

タ
ー
の
中
で
仕
事
中
の
職
員
の
机
の

間
を
縫
っ
て
配
達
さ
れ
、
集
金
さ

れ
て
い
る
光
景
を
平
成
６
年
か
ら
、

ず
っ
と
目
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

行
動
は
、
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
の

教
育
委
員
会
や
中
央
公
民
館
で
も
見

て
き
て
、
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
に
移
転
し
た
、
今
で
も
配
達

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
は
、
政
党
機

関
紙
で
す
。
こ
れ
を
役
場
内
で
受
け

取
る
こ
と
は
、
地
方
公
務
員
法
の
第

33
条(

信
用
失
墜
行
為
の
禁
止)

、
第

35
条(

職
務
に
専
念
す
る
義
務)

、
第

36
条(

政
治
的
行
為
の
制
限)

に
は
当

た
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
勧
誘
は
課
長
補
佐
級
に
な

る
と
、「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、

読
ん
で
く
だ
さ
い
。」
と
言
う
声
掛

け
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
地
方

公
務
員
法
や
神
川
町
庁
舎
管
理
規
則

等
を
鑑
み
れ
ば
、
声
掛
け
さ
れ
た
方
、

そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
が
大
事
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
（
誤
解
の
無
い

よ
う
に
、
役
職
に
就
い
た
職
員
全
て

が
受
け
取
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。）　　
　

　
埼
玉
県
議
会
で
は
、
平
成
27
年
２

月
定
例
会
で
、「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

の
県
職
員
勧
誘
問
題
に
つ
い
て
一
般

質
問
さ
れ
、
埼
玉
県
は
、「
庁
舎
内

で
の
新
聞
等
の
購
読
、
勧
誘
は
庁
舎

管
理
規
則
の
運
用
と
し
て
認
め
て
い

な
い
。」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　
何
十
年
も
の
間
、
当
た
り
前
に
配

ら
れ
て
い
た
、
庁
舎
で
の
政
党
機
関

紙
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
勧
誘
、
配

達
、
集
金
を
禁
止
す
る
か
、
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
に
つ
い
て
、

政
党
機
関
紙
で
は
あ
り
ま
す
が
、
個

人
的
に
購
読
す
る
こ
と
は
政
治
的
行

為
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
庁
舎
内
で
物
品
の
販
売
等
す
る
場

合
に
は
、
神
川
町
庁
舎
管
理
規
則
第

７
条
に
基
づ
き
、
使
用
許
可
が
必
要

で
す
。「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
は
政
党

機
関
紙
で
す
が
、
個
人
的
に
購
読
す

る
こ
と
に
つ
い
て
政
治
的
行
為
で
あ

る
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
他
の
物
品
販

売
と
同
様
に
職
員
個
人
の
物
品
契
約

と
い
う
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　
職
員
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
職
員

の
休
憩
時
間
に
や
り
取
り
を
す
る
こ

と
を
条
件
に
許
可
を
出
し
て
い
ま
す
。

条
件
か
ら
外
れ
た
形
で
行
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
遵
守
す
る
よ
う

伝
え
て
い
き
ま
す
。

答
え  

町
長

「
職
員
個
人
契
約
と
認
識
し
、
使

用
許
可
の
条
件
を
遵
守
す
る
よ

う
伝
え
ま
す
」

◆
役
場
内
で
の
政
党
機
関
紙

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

柴
崎
愛
子
議
員

3 【令和３年６月定例会】



一   般   質   問66666666666666

666666666666666666666666666666666666666666

6666666666666666
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
無
症
状
感

染
者
を
見
つ
け
出
し
、
保
護
す
る
こ

と
は
重
要
で
す
。

　
美
里
町
で
は
、
社
会
福
祉
施
設
等

職
員
や
、
学
校
職
員
等
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
規
模
検
査

や
、
秩
父
市
で
扱
っ
て
い
る
１
回
千

円
の
検
査
キ
ッ
ト
等
、
検
査
を
希
望

す
る
住
民
が
低
額
で
受
け
ら
れ
る
取

組
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
自
治
体
に
お
け
る
非
正
規
職
員
の

増
加
は
、
住
民
が
求
め
る
公
務
公
共

の
拡
充
に
繋
が
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
正
規
職
員
増
員
を
は
じ
め
、
職
員

が
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
や
す
い
環

境
整
備
と
、
受
け
な
い
人
へ
の
配
慮

に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
月
経
に
つ
い
て
の
教
育
の
不
十
分

さ
や
、
衛
生
用
品
が
買
え
な
い
「
生

理
の
貧
困
」
の
問
題
は
、
社
会
全
体

の
課
題
で
す
。

　
健
康
面
、
衛
生
面
か
ら
も
女
性
支

援
と
し
て
生
理
用
品
の
購
入
が
困
難

な
方
へ
無
料
で
配
布
す
る
取
組
に
つ

い
て
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
の
ト
イ
レ
に
備
品
と

し
て
生
理
用
品
を
設
置
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

点
で
の
結
果
で
あ
り
、
検
査
実
施
タ

イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
感
染
を
し
て

い
て
も
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
一
人
で
も
多

く
の
町
民
が
接

種
で
き
る
よ
う
、

全
庁
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
た

め
、
町
の
業
務
全
体
を
見
極
め
な
が

ら
人
員
の
配
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

正
規
職
員
数
の
減
少
が
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
直
結
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
。
業
務
量
の
増
加
課

所
に
は
、
再
任
用
職
員
、
会
計
年
度

任
用
職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
計
画
的
な
職
員
採
用
と
、
事

務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
発
熱
等
の
風

邪
症
状
が
見
ら
れ
る
場
合
は
、
特
別

休
暇
の
対
応
も
考
え
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
あ
く
ま
で
も
任
意
で
あ

り
、
受
け
な
い
職
員
が
不
当
に
扱
わ

れ
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
人
員
で
業
務
の
多
様
化

　

町
で
は
生
活
困
窮
相
談
の
際
に
、

必
要
に
応
じ
て
生
理
用
品
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
と
し
て
も
生
理
用
品

の
配
布
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、

衛
生
面
を
含
め
た
生
理
用
品
の
正
し

い
使
用
方
法
な
ど
の
助
言
を
す
る
と

と
も
に
、
子
育
て
や
家
庭
の
状
況
把

握
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
、
子
育
て

世
帯
へ
の
食
料
支
援
等
の
際
に
、
生

理
用
品
の
配
布
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設

置
は
、
衛
生
上
の
問
題
等
も
あ
り
、

現
状
の
と
お
り
、

保
健
室
で
の
無

料
配
布
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
施
設
従
事
者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
に
対
し
て
は
、
県
の
検
査
体
制
の

後
押
し
を
し
て
、
受
検
を
す
る
よ
う
、

働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

保
育
所
等
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

や
、
安
価
に
で
き
る
簡
易
検
査
の
実

施
は
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
検
査
し
た
時

答
え  

町
長

「
計
画
的
な
職
員
採
用
と
事
務
事

業
を
見
直
し
ま
す
」

答
え  

町
長

「
必
要
な
生
理
用
品
を
配
布
し
て

い
き
ま
す
」

答
え  

教
育
長

「
引
き
続
き
保
健
室
で
無
料
配
布

し
ま
す
」

答
え  

町
長

「
県
の
検
査
体
制
を
後
押
し
し
ま

す
」

◆
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て

◆
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

◆
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

川
浦
雅
子
議
員

保健室
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「
接
種
状
況
、
接
種
体
制
及
び
今
後

の
見
通
し
」

　
町
か
ら
５
月
６
日
に
65
歳
以
上
の

方
に
接
種
券
が
発
送
さ
れ
ま
し
た
が
、

な
か
に
は
電
話
が
つ
な
が
ら
ず
苦
労

し
た
人
も
い
た
よ
う
で
す
。
町
で
は

混
乱
は
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
65

歳
以
上
の
何
％
の
人
が
申
し
込
み
を

し
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
集
団
接
種
の
ス
タ
ッ
フ
は

何
処
か
ら
来
て
何
人
の
人
が
従
事
し
、

ス
タ
ッ
フ
の
接
種
は
済
ん
で
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

　
私
の
場
合
、
５
月
10
日
に
電
話
予

約
し
ま
し
た
が
、
既
に
集
団
接
種
は

一
杯
で
、
個
別
接
種
が
８
月
17
日
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
か
ら
通

知
が
あ
り
、
集
団
接
種
を
増
や
し
た

の
で
、
６
月
中
の
接
種
が
可
能
と
の

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
接
種

計
画
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　
併
せ
て
、
ワ
ク
チ
ン
の
現
在
の
供

給
量
や
今
後
の
供
給
計
画
に
つ
い
て
、

ま
た
、
16
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
接
種

は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

で
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
ス
タ
ッ
フ

に
つ
い
て
は
、
全
員
は
済
ん
で
い
ま

せ
ん
。

　
今
の
と
こ
ろ
、
集
団
接
種
回
数
を

増
や
し
、
７
月
末
ま
で
に
は
希
望
者

全
員
が
１
回
目
を
、
２
回
目
も
90
％

位
の
方
が
接
種
を
終
了
す
る
予
定
で

す
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
５
月
末
ま
で
に

４
千
５
０
０
人
分
届
い
て
い
ま
す
。

今
後
予
定
さ
れ
る
16
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
接
種
は
国
の
方
針
が
出
た
後
、

計
画
し
ま
す
。

　
町
で
の
接
種
申
込
は
４
月
26
日
か

ら
本
庄
市
児
玉
郡
共
同
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
当
初
は
電
話
が
つ
な
が

り
に
く
い
な
ど
苦
情
や
ご
指
摘
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
５
月
末
現
在
、
65

歳
以
上
の
約
85
％
の
方
が
申
込
を
完

了
し
て
い
ま
す
。

　
集
団
接
種
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

及
び
ス
テ
ラ
神
泉
で
実
施
し
、
医
師

は
町
内
医
療
機
関
と
本
庄
市
児
玉
郡

医
師
会
か
ら
派
遣
を
受
け
、
看
護
師

は
医
師
帯
同
や
会
計
年
度
任
用
職
員

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
受
付

や
問
診
は
町
職
員
が
行
い
総
勢
、
20

名
程
度
で
す
。
医
師
の
接
種
は
済
ん

答
え  

町
長

「
接
種
は
順
調
に
推
移
し
、
高
齢

者
分
の
ワ
ク
チ
ン
は
届
い
て
い

ま
す
」

接種後待機

受付～予診票確認

接種会場（総合福祉センター）

桜
沢
　
晃
議
員

5 【令和３年６月定例会】
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社
会
は
脱
炭
素
化
の
流
れ
の
な
か
、

化
石
燃
料
で
発
電
し
た
電
力
を
買
う

常
識
か
ら
、
Ｃ
О
２
を
発
生
さ
せ
な

い
ク
リ
ー
ン
発
電
で
の
電
力
を
使
用

す
る
動
き
が
あ
る
一
方
、
神
川
町
は

高
齢
化
・
人
口
減
少
の
波
が
押
し
寄

せ
、
そ
の
上
、
知
名
度
・
認
識
度
は

県
内
で
も
依
然
低
く
、
観
光
・
農

業
・
所
得
等
に
影
響
が
出
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
状
況
は
現
状
の
施
策
だ
け
で

は
解
決
は
難
し
く
、
環
境
に
優
し
い

町
『
神
川
』
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
庁
舎
使
用
電
力
を
、
町
の
環

境
を
利
用
し
た
ク
リ
ー
ン
発
電
電
力

使
用
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、

知
名
度
・
認
知
度
の
向
上
に
繋
げ
、

現
在
抱
え
る
課
題
解
決
の
糸
口
の
一

つ
に
結
び
つ
く
可
能
性
を
含
み
ま
す

が
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
神
川
町
の
公
用
車
は
約
70
台
で
内

３
台
の
エ
コ
自
動
車
を
保
有
し
、
環

境
に
優
し
い
移
動
手
段
と
し
て
、
電

気
自
動
車
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
電
気
自
動
車
は
、
バ
ッ
テ
リ
ー
容

量
不
足
、
高
速
充
電
施
設
不
足
等
の

問
題
を
抱
え
ま
す
が
、
電
気
自
動
車

の
導
入
を
率
先
し
て
行
い
、
高
速
充

電
設
備
整
備
を
推
進
し
、
神
川
町
が

電
気
自
動
車
先
進
地
と
し
、
来
町
者

（
車
）に
安
心
感
を
与
え
る
べ
き
で
す
。

　
こ
の
様
な
社
会
の
変
革
に
対
応
し

た
、
町
の
エ
コ
自
動
車
導
入
計
画
、

高
速
充
電
施
設
設
置
計
画
等
に
つ
き
、

国
・
県
へ
の
働
き
か
け
を
含
め
神
川

町
の
方
針
を
伺
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
豊
か
な
自
然
を
生
か
し

た
地
域
資
源
を
材
料
と
し
て
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
地
域
産
業
の
振
興

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
電

力
へ
の
取
組
は
、
本
庁
公
用
車
の
車

庫
、
神
川
中
学
校
、
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
、
本
庁
舎
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
本
庁
舎
の
昨
年

実
績
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
と
の

　
町
の
公
用
車
は
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス

な
ど
を
含
め
て
74
台
保
有
し
、
エ
コ

カ
ー
は
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
２
台
、
電
気
自
動
車
は
３
台
で
、

公
用
車
更
新
は
、
用
途
・
環
境
負
荷

を
考
慮
し
、
全
体
を
見
て
検
討
し
ま

す
。

　
ま
た
、
町
内
公
共
施
設
の
充
電
場

所
は
、
本
庁
舎
駐
車
場
に
急
速
充
電

器
が
１
基
、
児
玉
郡
本
庄
市
内
は
33

か
所
（
半
数
は
民
間
）
と
、
設
備
も

増
加
し
て
お
り
、
民
間
へ
の
協
力
要

請
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
設
置
に
対
す
る
補
助
金

は
次
世
代
自
動
車
振
興
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
補
助
金
が
あ
り
、
国
・
県
へ
の

要
望
、
町
で
の
補
助
に
つ
い
て
も
、

現
在
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

答
え  

町
長

「
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
は
必
要
な
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
」

答
え  

町
長

「
国
・
県
へ
の
要
望
や
町
補
助
金

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
」

◆
行
政
使
用
の
電
力
に
つ
い

て

◆
町
の
公
用
車
に
つ
い
て

坂
本
貴
佳
議
員

相
乗
効
果
に
よ
り
使
用
電
力
の
13
％

程
度
を
太
陽
光
発
電
で
賄
い
、
環
境

負
荷
軽
減
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ン
電
力
を
利
用
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
も
、

今
後
の
総
合
計
画
や
総
合
戦
略
を
見

直
す
際
に
検
討
が
必
要
な
課
題
と
考

え
て
い
ま
す
。

46【令和３年６月定例会】
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町
内
の
農
地
が
集
団
化
し
て
い
る

区
域
に
は
、
未
舗
装
の
町
道
が
存
在

し
ま
す
。
区
域
内
の
町
道
は
、
交
通

量
は
少
な
い
も
の
の
、
優
良
農
地
で

生
産
さ
れ
た
農
作
物
を
運
搬
す
る
主

要
な
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
路
面
状
況
が
悪
く
農
作
物
品

質
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
従

来
は
、
周
辺
の
利
用
者
や
地
域
で
道

普
請
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
や
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
、

道
普
請
が
実
施
で
き
ず
、
悪
い
路
面

　
農
業
生
産
地
域
に
お
け
る
農
地
内

の
道
路
は
、
農
産
物
の
輸
送
に
重
要

な
役
割
を
担
う
ほ
か
、
生
活
道
路
の

答
え  
町
長

「
今
後
も
計
画
的
な
道
路
の
舗
装

化
を
図
り
ま
す
」

◆
未
舗
装
道
路
の
整
備
に
つ

い
て

　
陳
情
や
請
願
が
採
択
さ
れ
た
事
業

に
つ
い
て
計
画
的
に
事
業
を
実
施
し

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
採
択

さ
れ
た
順
番
の
と
お
り
に
実
施
さ
れ

て
い
な
い
も
の
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
で
事
業
を

実
施
し
て
い
る
の
か
、
優
先
順
位
の

つ
け
方
と
未
実
施
の
事
業
数
、
そ
の

理
由
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

か
ら
令
和
２
年
ま
で
の
間
に
３
９
９

件
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
３
１
３

件
が
完
了
、
ま
た
は
、
一
部
実
施
で

あ
り
、
残
り
の
86
件
が
未
実
施
で
す
。

こ
の
う
ち
18
件
は
、
来
年
度
以
降
の

実
施
に
向
け
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
化
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
は
、

現
地
の
交
通
状
況
、
町
内
の
地
域
間

バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
て
、
条
件
の

整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
整
備
を
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
①
安
心
安
全
の
点
か
ら
緊

急
性
の
高
い
も
の
は
優
先
順
位
が
高

く
、
②
町
の
活
性
化
と
い
う
点
か
ら

事
業
効
果
の
高
い
も
の
③
計
画
的
に

測
量
設
計
、
用
地
取
得
が
完
了
し
、

工
事
の
実
用
性
が
高
い
も
の
と
い
っ

た
、
三
つ
の
点
か
ら
工
事
箇
所
を
選

定
し
、
順
次
行
っ
て
い
ま
す
。

　
未
実
施
箇
所
は
、
団
体
と
の
協
議
、

あ
る
い
は
用
地
取
得
、
相
続
な
ど
の

課
題
が
あ
り
、
実
施
が
現
段
階
で
は

困
難
な
状
況
で
す
が
、
引
き
続
き
要

件
を
整
え
て
実
施
に
向
け
て
努
力
し

ま
す
。

答
え  
町
長

「
現
地
の
交
通
状
況
、
地
域
間
バ

ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
て
整
備
し

て
い
ま
す
」

◆
陳
情
・
請
願
の
採
択
後
の

事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

田
中
隆
久
議
員

補修作業前

➡

補修作業後

状
況
の
道
路
を
利
用
す
る
し
か
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
政
策
は
、
耕
作
放
棄
地
の
減

少
や
農
業
後
継
者
の
確
保
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
未
舗
装

の
町
道
に
つ
い
て
、
今
後
、
路
面
の

改
修
等
の
計
画
が
あ
る
の
か
、
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

代
替
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

日
常
業
務
の
中
で
職
員
に
よ
る
路
面

状
況
の
点
検
を
行
い
、
そ
の
都
度
補

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の

情
報
提
供
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
役

場
ま
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
も
計
画
的
に
道
路
の
舗
装
化

を
図
り
、
農
産
物
輸
送
時
の
衝
撃
防

止
対
策
や
道
路
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

陳
情
、
請
願
案
件
は
、
平
成
元
年

7 【令和３年６月定例会】
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「
町
民
の
求
め
る
学
力
向
上
と
は
」

　
国
や
県
の
学
力
調
査
の
得
点
を
上

げ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
な

学
力
向
上
と
し
て
保
護
者
の
望
ん
で

い
る
も
の
は
、
進
路
、
進
学
に
対
応

出
来
る
学
力
だ
と
考
え
ま
す
が
、
町

の
今
年
度
掲
げ
て
い
る
学
力
向
上
の

目
的
と
、
具
体
的
な
目
標
を
伺
い
ま

す
。

　
学
力
向
上
に
お
い
て
は
、
学
習
意

欲
の
向
上
が
不
可
欠
で
、
そ
れ
に
繋

が
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
将
来
の
目
標
や
充
実
し
た
人

生
を
考
え
る
た
め
の
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
充
実
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
文
部
科
学
省
の
考
え
方

と
し
て
、
読
解
力
を
重
視
し
て
お
り
、

町
が
出
来
る
対
策
、
対
応
や
読
解
力

に
大
き
く
関
係
す
る
町
内
で
の
読
書

環
境
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で

学
力
向
上
推
進
計
画
を
策
定
し
、
学

力
向
上
の
目
的
は
一
人
一
人
の
夢
の

実
現
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
目

標
は
、
埼
玉
県
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
が
前
年
度
よ
り
も
伸
び
た

子
ど
も
の
割
合
を
毎
年
10
％
上
げ
る

こ
と
で
す
。

　
小
中
学
校
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

な
か
で
、
ま
ず
将
来
の
夢
の
実
現
の

た
め
に
は
、
今
、
何
を
な
す
べ
き
か

を
子
ど
も
た
ち
に
考
え
さ
せ
て
、
学

力
向
上
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
自
覚

を
持
た
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
取
組
を
始

め
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
、
読

解
力
向
上
の
た
め
、
文
章
を
正
し
く

読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
活
動
を

朝
自
習
や
宿
題
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
入
学
前
か
ら
の

読
書
習
慣
の
定
着
も
重
要
で
、
幼
稚

園
、
保
育
所
等
の
本
を
貸
し
出
す
配

本
事
業
を
一
昨
年
度
か
ら
始
め
た
と

こ
ろ
、
貸
出
し
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

電
子
図
書
館
の
活
用
も
含
め
て
学
校

と
家
庭
が
連
携
し
、
引
き
続
き
読
書

の
大
切
さ
を
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

答
え  
教
育
長

「
一
人
一
人
の
夢
の
実
現
と
自
覚

を
持
た
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
い
ま
す
」

◆
教
育
委
員
会
の
取
り
組
む

学
力
向
上
に
つ
い
て

今年度から始まっているタブレット授業

廣
川
　
学
議
員

48【令和３年６月定例会】



一   般   質   問66666666666666

666666666666666666666666666666666666666666

6666666666666666
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
職
員
提
案

制
度
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
若
い
世

代
の
職
員
が
提
案
し
や
す
く
な
る
よ

う
な
工
夫
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
定
住
人
口
増
加
の
促
進
策

に
つ
い
て
、
２
０
６
０
年
に
１
万
人

の
人
口
を
確
保
す
る
こ
と
を
長
期
目

標
に
、
雇
用
の
創
出
、
出
産
、
子
育

て
支
援
な
ど
、
移
住
促
進
、
婚
活
支

援
、
空
き
家
対
策
、
新
た
に
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
、
子
育
て

世
代
へ
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま

す
。
定
住
に
つ
な
が
る
事
業
や
取
組

の
情
報
に
つ
い
て
動
画
配
信
な
ど
、

様
々
な
媒
体
を
用
い
た
広
報
に
も
努

め
、
今
後
も
将
来
の
人
口
減
少
抑
制

や
定
住
促
進
を
目
指
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

四
方
田
繁
男
議
員

「
町
の
未
来
を
担
う
世
代
の
意
見
や

定
住
人
口
増
加
の
促
進
策
に
つ
い

て
」

　
未
来
の
神
川
を
担
っ
て
い
く
若
い

世
代
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
聞
き
、

町
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
若
い
世
代
の
皆
さ
ん

が
集
ま
り
、
町
の
未
来
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
組
織
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
ラ
イ
ブ
配

信
や
ウ
ェ
ブ
会
議
な
ど
の
実
施
で
あ

れ
ば
、
若
い
世
代
の
方
も
参
加
し
や

す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
若
手
職
員
の
中
に
も
素
晴
ら
し

い
意
見
や
熱
い
思
い
を
持
っ
た
人
が

沢
山
い
る
と
思
い
ま
す
。
町
で
は
、

総
合
戦
略
や
移
住
支
援
金
制
度
な
ど

様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
効
果
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
児

玉
郡
内
の
人
口
状
況
に
つ
い
て
平
成

17
年
を
基
準
に
今
年
の
５
月
現
在
ま

◆
神
川
町
の
将
来
像
に
つ
い

て

で
で
、
神
川
町
、
上
里
町
、
美
里
町

は
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
一
番
減
少
し
て
い
る
神
川
町
は

も
っ
と
積
極
的
に
移
住
、
定
住
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
町
の
未
来
を
担
う
世
代
の
意
見
や

定
住
人
口
増
加
の
促
進
策
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
町
の
未
来
を
担
う
世
代
の
意
見
に

つ
い
て
現
在
町
で
は
町
長
へ
の
手
紙
、

町
民
の
皆
様
が
自
由
に
意
見
を
投
書

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
箱
、
私
の

ま
ち
づ
く
り
提
案
の
設
置
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も

ご
意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
20

代
か
ら
、
40
代
ま
で
の
若
い
方
々
の

意
見
を
聞
く
こ
と
は
、
非
常
に
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
の

町
職
員
の
意
見
募
集
に
つ
い
て
は
、

答
え  
町
長

「
将
来
の
人
口
減
少
抑
制
や
定
住

促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。」
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同
性
同
士
で
も
家
族
と
し
て
認
め

ら
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
今
ま
で

諦
め
て
い
た
生
活
や
制
度
を
利
用
で

き
た
り
、
家
族
と
し
て
の
権
利
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
は
、
性
の
多
様

性
を
尊
重
す
る
報
道
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
ま
だ
ま

だ
生
き
に
く
い
社
会
で
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
制
度
を

導
入
す
る
こ
と
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方

の
生
き
方
を
尊
重
し
、
住
み
よ
い
神

川
町
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

渋
谷
区
で
初
め
て
導
入
さ
れ
、
令
和
３

年
５
月
現
在
、
１
０
５
の
自
治
体
で
導

入
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
は
、
現
在
12

の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
令
和
４
年
４
月
の
制
度

導
入
に
向
け
て
事
務
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
引
き
続
き
差
別
や
偏
見

の
な
い
人
権
尊
重
社
会
実
現
の
た
め

に
、
性
的
少
数
者
の
方
へ
の
理
解
促

進
と
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
リ
ボ
ン
を
作
っ
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
を
役
場
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
窓
口
等
で
配
布
を
し
て
い

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
リ

ス
ク
と
不
安
を
抱
え
て
い
る
な
か
で
、

差
別
や
偏
見
は
人
権
侵
害
に
当
た
る

行
為
で
す
の
で
、
当
然
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
を
ワ
ク
チ

ン
接
種
会
場
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
取
組
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
シ
ト
ラ
ス

リ
ボ
ン
の
輪
の
よ
う
に
町
全
体
に

「
や
さ
し
さ
の
輪
」
を
広
げ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答
え  

町
長

「
今
後
も
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動

を
周
知
し
ま
す
」

◆
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
の
導
入
に
つ
い
て

　
こ
の
制
度
は
平
成
27
年
に
東
京
都

答
え  

町
長

「
令
和
４
年
４
月
の
制
度
導
入
に

向
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
」

　
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
差
別
、

偏
見
を
耳
に
し
た
愛
媛
の
有
志
が
つ

く
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
た
方
や
医
療
従
事
者
の

方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
の
場

で
「
た
だ
い
ま
」、「
お
帰
り
」
と
言

い
合
え
る
町
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と

の
思
い
を
シ
ト
ラ
ス
色
の
リ
ボ
ン
に

込
め
て
い
ま
す
。

た
場
合
、
埼
玉
県
で
は
入
院
か
療
養

施
設
で
の
療
養
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

小
さ
い
子
ど
も
が
い
て
預
け
先
が
な

い
な
ど
、
様
々
な
理
由
で
自
宅
療
養

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
濃
厚
接

触
者
は
、
２
週
間
の
自
宅
待
機
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
日
用
品
や
食
料
品
が

不
足
し
て
も
外
出
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
県
か
ら
食
料
品
等
の
支
援
が
あ
る

そ
う
で
す
が
、
町
と
し
て
何
か
支
援

が
で
き
る
の
か
、
今
後
支
援
す
る
考

え
が
あ
る
の
か
、
伺
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

◆
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
運
動
の

推
進
と
啓
発
に
つ
い
て

◆
感
染
者
や
濃
厚
接
触
者
へ
の

町
独
自
の
支
援
に
つ
い
て

　
町
独
自
の
支
援
は
、
し
た
く
て
も

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
町
に
は
、
陽
性
者
や
濃
厚
接
触
者

が
ど
な
た
か
と
い
う
の
は
知
ら
さ
れ

ま
せ
ん
。
お
困
り
の
方
が
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
保
健
所
か
ら
細
か
い
情

報
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
に
相
談
が
あ
れ
ば
、
何
が
必
要

な
の
か
、
支
援
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
自
ら
を
陽
性
者
と
町
に
教
え

る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

答
え  

町
長

「
情
報
不
足
で
支
援
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
」

赤
羽
奈
保
子
議
員
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かみかわ町議会だより
　
令
和
３
年
第
４
回
神
川
町
議
会
定

例
会
は
、
６
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で

の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
町
政

に
対
す
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
町
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
令
和
３

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補

正
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
や

改
正
等
７
件
、
変
更
契
約
１
件
、
人

事
案
件
等
14
件
、
報
告
２
件
の
計
26

件
の
案
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
案
１
件
も
審
議
さ

れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１，８３５万８千円増額
【主な事業】
・低所得の子育て世帯生活支援特別給
　付金給付事業：１，１３２万４千円
新型コロナウイルス感染症対策とし
て、低所得の子育て世帯に「児童一人
当たり一律５万円を支給」するもの。

令和３年度一般会計補正予算（第１号）

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

６月定例会議案一覧及び審議結果「予算」
議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

令和３年度神川町一般会計補正予算 (第１号 )
　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化するなか、低所得の子育て世帯支援や教
育振興対策など。歳入歳出各１，８３５万８千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各
６２億２，８３５万８千円とするもの。

○

令和３年度神川町介護保険特別会計補正予算 (第１号 )
　歳入歳出各２４３万４千円を追加し、補正後総額を歳入歳出各１１億４，７１９万円と
するもの。

○

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

６月定例会議案一覧及び審議結果「条例・契約等」
議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

行政手続における押印の見直しに伴う関係条例の整理に関する条例
　行政手続における押印の見直しに伴い、改正を行うもの。 ○
神川町町道の構造の技術的基準に関する条例の一部を改正する条例
　道路法等の一部改正に伴い、改正を行うもの。 ○
神川町における高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために必要な特定公園施設の設置
の基準に関する条例の一部を改正する条例
　高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令の一部改正に伴い、改
正を行うもの。

○

神川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を
改正する条例
　特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の
運営に関する基準の一部改正に伴い、改正を行うもの。

○

神川町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例
　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、改正を行うもの。 ○
神川町特定教育・保育施設の利用者負担額等に関する条例の一部を改正する条例
　子ども・子育て支援法施行規則の一部改正に伴い、改正を行うもの。 ○
神川町こども医療費支給に関する条例及び神川町ひとり親家庭等の医療費の支給に関す
る条例の一部を改正する条例
　医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の一部改正に伴い、
改正を行うもの。

△

物品購入契約の変更について
　総合福祉センターの空調機器の変更に伴い、増額契約を締結するもの。 ○

議
員
提
出

神川町議会会議規則の一部を改正する規則
　議員活動の環境整備及び請願者の利便性の向上を図るため、改正を行うもの。 ○
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かみかわ町議会だより

※審議結果　○全員賛成（可決）　△賛成多数（可決）　×賛成少数（否決）

６月定例会議案一覧及び審議結果「人事案件等」
議　案　名　等　と　主　な　内　容 審議結果

町
長
提
出
議
案

農業委員会委員に占める認定農業者等の割合を少なくとも４分の１とすることにつき同
意を求めることについて
　議会に農業委員会委員の同意を求めるため、特例を定めるもの。

○

令和２年度神川町一般会計継続費繰越計算書について
　丹荘保育所整備事業費：令和２年度継続費予算総額３億１，５７０万７千円のうち、
支出済額及び支出見込み額を１億１，８９０万８千円、翌年度逓次（ていじ）繰越額を
１億９，６７９万９千円とするもの。

報告のみ

令和２年度神川町一般会計繰越明許費繰越計算書について
　全 12事業の予算総額３億６，８８３万３千円を翌年度に繰り越すもの。 報告のみ

農業委員会委員 13 名を同意
　農業委員会委員の任期満了に伴い、町長から同意案が提出され、すべての議案を満場一致で同意
されました。

氏名（住所別に記載） 住　　　所 氏名（住所別に記載） 住　　　所

長谷川　　　隆　氏 神川町大字新宿 松　原　良　治　氏 神川町大字四軒在家

野　村　清太郎　氏 神川町大字池田 関　根　　　豊　氏 神川町大字元阿保

町　田　雅　文　氏 神川町大字新里 松　本　由紀子　氏 神川町大字八日市

木　村　　　豊　氏 神川町大字新里 佐　藤　文　雄　氏 神川町大字熊野堂

原　口　幸　雄　氏 神川町大字中新里 櫻　澤　泰　信　氏 神川町大字渡瀬

藤　牧　重　德　氏 神川町大字肥土 四方田　芳　泰　氏 神川町大字上阿久原

坂　本　　　等　氏 神川町大字元阿保

各議員の賛否の状況（全員賛成の議案等を除く）

議　案　名　称

議
決
等
の
結
果

１ 

四
方
田
繁
男

２ 

桜
沢　
　
晃

３ 

田
中　
隆
久

４ 

川
浦　
雅
子

５ 

野
口　
弘
吉

６ 

坂
本　
貴
佳

７ 

清
水　
敏
信

８ 

堀
川　
光
宣

９ 

柴
崎　
愛
子

10 

廣
川　
　
学

11 

落
合　
周
一

12 

赤
羽
奈
保
子

町
長
提
出
議
案

神川町こども医療費支給に関する条例及
び神川町ひとり親家庭等の医療費の支給
に関する条例の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○

〇 賛成　　× 反対　　― 清水敏信議長（議事進行）は採決に加わりません。
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清水敏信　議長
児玉郡町議会議長会長並びに児玉広域圏組合議会
議長に選出

６月８日　総務経済常任委員会協議会　町内を視察

６月10日　文教厚生常任委員会協議会を開催

　神川町議会の清水議長が、美里町、上里町及び神川町の３町で構成す
る児玉郡町議会議長会の会長、並びに、本庄市、美里町、上里町及び神
川町の４市町で構成する児玉郡市広域市町村圏組合議会の議長に選出さ
れました。

　６月８日（火）、建設課所管事業の神流川水辺公
園内の駐車場新設現場（大字渡瀬地内）と令和３年
度改良予定の町道５１８０号線（大字小浜地内）の
２箇所を視察いたしました。
　水辺公園の駐車場整備では、工事現場内を視
察しながら工事の概要及び現場の状況等につい
て、説明を受けました。
　また、町道５１８０号線（通称「農免道路」）で
は、担当者から、計画の概要について説明を受
け、現況の確認を行いました。
　議員から、「舗装修繕の多い理由」や「改良工事による路盤改善」などの改良工事への質
問等がありました。

　６月10日（木）、全員協議会室において、「学校
におけるＩＴ教育（タブレットの状況）」「コロナ
禍における今年のイベント」について、福嶋教育
長をはじめ担当職員と意見交換いたしました。
　学務課からは、プロジェクターを使用したタブ
レット教育の動画説明や、タブレット貸出に伴う
保護者宅のネットワーク環境の調査結果の説明が
ありました。
　また、生涯学習課からは、３密を避けながらの
町民体育祭や文化祭等のイベント開催の可能性に

ついて検討状況の説明を受けたところ、議員から、「イベント開催は、感染リスクを最大限
予想したうえで検討すべき」や「イベント開催の検討は、コロナ感染が落ちついてからでも
良いのでは」などの意見がありました。
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九郷用水
　旧神流川幹線水路は神流川頭首工から取水した
水を下流末端水路（九郷、阿保領、牛田）へ分水
するための導水路です。水路周辺の整備や分水ゲ
ート等の老朽化がすすんでいたため改修工事を
行いました。関東農政局Webサイト（https://www.
maff.go.jp/kanto/nouson/sekkei/kokuei/kanna/gaiyo/03.html）

渡戸の渡し
　この渡しは、秩父や長野県との人馬の交通
や荷物を運ぶのに大切な渡しで、明治時代に
は、秩父の「まゆ」を群馬県富岡の製糸工場に
運ぶのに使われました。
　交通が発達してからは、トラックも乗合バ
スも通れる板橋に改善されましたが、上流に
ある渡戸橋が昭和11年に完成したので、廃
止されました。（「渡戸の渡し」記念碑より）

今 月 号 の 表 紙

　

　
１
日　
全
員
協
議
会

　
９
日　
第
１
回
区
長
会

　
16
日　
臨
時
議
会
運
営
委
員
会

　
23
日　
臨
時
議
会
運
営
委
員
会　

　
　
　
　
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
総
会

　
26
日　
広
域
圏
例
月
監
査

　
30
日　
全
員
協
議
会

　
６
日　
臨
時
議
会
運
営
委
員
会

　
７
日　
第
３
回
臨
時
会
（
契
約
議
案
等

質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
12
日　
第
３
回
臨
時
会
（
議
会
構
成
を

決
定
）

　
　
　
　
臨
時
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
臨
時
全
員
協
議
会
・
各
委
員
会

　
　
　
　
児
玉
郡
町
議
会
議
長
会
監
査

　
18
日　
臨
時
全
員
協
議
会

　
19
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
20
日　
児
玉
郡
町
議
会
議
長
会
総
会

　
22
日　
文
化
協
会
総
会

　
24
日　
埼
玉
県
町
村
議
会
議
長
会
新
理

事
会

　
26
日　
暴
力
排
除
推
進
協
議
会
監
査

　
27
日　
埼
玉
県
町
村
議
会
議
長
会
総
会

　
１
日　
全
員
協
議
会

　
４
日　
第
４
回
定
例
会
（
一
般
質
問
、

条
例
、
補
正
予
算
等
説
明
）

　
８
日　
総
務
経
済
常
任
委
員
会
協
議
会

　
10
日　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
協
議
会

　
11
日　
臨
時
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
第
４
回
定
例
会
（
条
例
、
補
正

予
算
等
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
21
日　
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

　
25
日　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時

総
会

　
28
日　
児
玉
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

定
例
会

中
学
生
議
会
を
２
年
ぶ
り
に
開
催  

　
８
月
５
日（
木
）、
神
川
中
学
校
15
名
の
中

学
生
議
員
が
実
際
の
議
場
で
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
議
長
を
除
く
14
名
が
二
人
一
組
に

な
り
、
町
の
執
行
部
に
質
問
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
は
緊
張
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
が
、
中
学
生
が
普
段
か
ら
疑

問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
質
問
し
、
山
﨑
町

長
や
福
嶋
教
育
長
が
答
弁
し
、
中
学
生
議
員

か
ら
も
再
質
問
ま
で
あ
り
、
様
々
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

※本日誌は、主に議長出席の行事を掲載しています。議 会 日 誌

４
月

５
月

６
月

スマホで議会！
　　スマホでQRコードを読み込むと
　　　　「町HPから神川町議会のページ」が閲覧できます。
＊12月定例会は、12月３日（金）午前９時から開催予定です。
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